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お買い上げの際は、次の付属品がそろっていることをお確かめください。

X02T本体※1 電池パック（TSBBS1） 充電microUSB変換アダプタ
（TSCBS1）

PC接続用USBケーブル
（TSDBS1）

周辺機器接続用USBケーブル
（TSDBS2）

イヤホン変換アダプタ
（TSLBS1）

スタイラスペン（1本）※2 シリコンカバー※2

その他
・クイックスタート
・お願いとご注意
・電池カバー

※1 本機の充電にはソフトバンクの指定した充電器（オプション品）を使用してください。
※2 試供品です。オプション品としての取り扱いはございません。

本機の充電器およびその他のオプション品につきましては、最寄りのソフトバンクショップまたはお問い合わせ先（16-27ページ）までご
連絡ください。
本機は、microSDメモリカード／microSDHCメモリカード（以降、メモリカードと記載）を利用できますが、本製品にはメモリカードが同
梱されていません。メモリカードに関する機能をご利用いただくためには、市販のメモリカードをお買い求めください。

•
•

お買い上げ品の確認
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本書では、以下の方法で知りたい情報を探すことができます。

「目次」から
→iiページ

章構成と章内の大見出しが一覧でき
ます。各章の詳しい目次は、各章の
扉に記載されています。

「索引」から
→16-18ページ

機能やサービスの名称、登録や削除
といった操作の目的から探すことが
できます。

「機能一覧」から
→16-2ページ

スタートメニューの各項目の記載
ページやお買い上げ時の設定を確認
できます。

本書では、X02Tを「本機」と表記しています。あらかじめご了
承ください。

操作手順の表記について
本書では、操作手順を以下のように記載しています。

本書での表記例 意味

「スタート」➡「設定」

ディスプレイ左上の または画面タイトル
部分（ホーム画面では  ）をタップし、
表示されるスタートメニューから をタッ
プします。

「OK」、「×」をタップ
する ディスプレイ右上の 、 をタップします。

「タップ」とは、ディスプレイに表示されているボタンやアイコ
ンを指またはスタイラスペンで軽くたたいて選択する動作です。

•

•

本書の見かた
ボタンやアイコンの表示について
本書では、ボタンやアイコンの表示を以下のように簡略化しています。

実際のボタン／アイコン 本書での表記例

①
ディスプレイに
表示されるボタ
ン／アイコン

をタップします。

「0」をタップします。
「メニュー」をタップ
します。

② タッチセンサー
キー

UIキーを画面の方向
になぞります。
Aを押します。

③ 側面ボタン

Cを押します。

Eを押します。

Fを押します。

本書で記載している画面は、実際の表示と異なることがありま
す。また、説明に必要な画面の部分をクローズアップして記載
していることがあります。

•

③ ①

②

③ ①

②
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・  ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、
正しくお使いください。また、お読みになったあとは大切に
保管してください。

・  ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危
害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載しています
ので、必ずお守りください。

・  本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話などの
機会を逸したために、お客様、または第三者が受けられた損
害につきましては、当社は責任を負いかねますのであらかじ
めご了承ください。

・  次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場
合に生じる危害や損害の程度を説明しています。

　内容をよく理解したうえで本文をお読みください。

危険
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または
重傷※1を負う危険が切迫して生じることが想定され
る」内容です。

警告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または
重傷※1を負う可能性が想定される」内容です。

注意
この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害※2を負
う可能性が想定される場合および物的損害※3のみの
発生が想定される」内容です。

※1　 重傷とは、失明・けが・高温やけど・低温やけど（体温
より高い温度の発熱体を長時間肌にあてていると紅斑、
水疱などの症状を起こすやけど）・感電・骨折・中毒など
で、後遺症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を
要するものをさします。

※2　 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・
やけど・感電などをさします。

安全上のご注意
※3　 物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにか

かわる拡大損害をさします。

・  次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。
　内容をよく理解したうえで本文をお読みください。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示します。

水がかかる場所で使用したり、水にぬらしたりして
はいけないことを示します。

ぬれた手で扱ってはいけないことを示します。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこ
と）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを
示します。
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本機、電池パック、USIMカード、充電器（オプション
品）、メモリカード（市販）の取り扱いについて（共通）

危険
  本機に使用する電池パック・充電器（オプション品）は、

ソフトバンクが指定したものを使用してください。
指定品以外のものを使用した場合は、電池パックの漏
液・発熱・破裂・発火や、充電器の発熱・発火・故障
などの原因となります。

  分解・改造・ハンダ付けなどお客様による修理をしな
いでください。
火災・けが・感電などの事故または故障の原因となり
ます。また、電池パックの漏液・発熱・破裂・発火な
どの原因となります。
本機の改造は電波法違反となり、罰則の対象となります。

  ぬらさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ったときに、ぬれたま
ま放置したり、ぬれた電池パックを充電すると、発熱・
感電・火災・けが・故障などの原因となります。
使用場所、取り扱いにご注意ください。

  高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、直射日
光の当たる場所、炎天下の車内など）で充電・使用・
放置しないでください。
機器の変形・故障や電池パックの漏液・発熱・発火・
破裂の原因となります。また、ケースの一部が熱くなり、
やけどなどの原因となることがあります。

  本機に電池パックを取り付けたり、充電器を接続する
際、うまく取り付けや接続ができないときは、無理に
行わないでください。電池パックや端子の向きを確か
めてから、取り付けや接続を行ってください。
電池パックを漏液・発熱・破裂・発火させるなどの原
因となります。

警告
  本機・電池パック・充電器を、加熱調理機器（電子レ

ンジなど）・高圧容器（圧力釜など）の中に入れたり、
電磁調理器（IH調理器）の上に置いたりしないでくだ
さい。
電池パックの漏液・発熱・破裂・発火や、本機と充電
器の発熱・発煙・発火・故障などの原因となります。

  プロパンガス、ガソリンなどの引火性ガスや粉塵の発
生する場所（ガソリンスタンドなど）では、必ず事前
に本機の電源をお切りください。 
また、充電もしないでください。
ガスに引火する恐れがあります。
プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生
する場所で使用すると、爆発や火災などの原因となり
ます。

  落としたり、投げたりして、強い衝撃を与えないでく
ださい。
電池パックの漏液・発熱・破裂・発火や火災・感電・
故障などの原因となります。

安全上のご注意
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  使用中、充電中、保管時に、異音・発煙・異臭など、
今までと異なることに気づいたときは、次の作業を行っ
てください。
1. 充電器を持ってプラグをコンセントから抜いてくだ
さい。

2. 本機の電源を切ってください。
3. やけどやけがに注意して、電池パックを取り外して
ください。

異常な状態のまま使用すると、火災や感電などの原因
となります。

  充電端子や外部接続端子、メモリカードスロットに水
やペットの尿などの液体や導電性異物（鉛筆の芯や金
属片、金属製のネックレス、ヘアピンなど）が触れな
いようにしてください。 
また、内部に入れないようにしてください。
ショートによる火災や故障などの原因となります。

注意
  ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置

かないでください。
落下して、けがや故障などの原因となります。バイブ
レーター設定中や充電中は、特にご注意ください。

  湿気やほこりの多い場所や高温になる場所には、保管
しないでください。
故障の原因となります。

  乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因となります。

  子供が使用する場合は、保護者が取り扱い方法を教え
てください。使用中においても、指示どおりに使用し
ているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。
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電池パックの取り扱いについて

危険
電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の種類
を確認した上で、ご利用・処分をしてください。
表示 電池の種類

Li-ion 00 リチウムイオン電池

  火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液・破裂・発火させるなどの原因とな
ります。

  釘を刺したり、ハンマーでたたいたり、踏みつけたり、
強い衝撃を与えないでください。
電池パックを漏液・発熱・破裂・発火させるなどの原
因となります。

  電池パックの端子に、針金などの金属類を接触させな
いでください。また、導電性異物（鉛筆の芯や金属片、
金属製のネックレス、ヘアピンなど）と一緒に電池パッ
クを持ち運んだり保管したりしないでください。
電池パックを漏液・発熱・破裂・発火させるなどの原
因となります。

  電池パック内部の液が目の中に入ったときは、こすら
ず、すぐにきれいな水で洗い流し、ただちに医師の診
察を受けてください。
失明などの原因となります。

警告
  落下による変形や傷など外部からの衝撃により電池

パックに異常が見られた場合は、直ちに使用をやめて
ください。
電池パックの漏液・発熱・破裂・発火や機器の故障、
火災の原因となります。

  電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場合は、
ただちに本機の使用をやめ、きれいな水で洗い流して
ください。
皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。

  所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、
充電を中止してください。
電池パックを漏液・発熱・破裂・発火させるなどの原
因となります。

  電池パックの使用中・充電中・保管時に、異臭・発熱・
変色・変形など、今までと異なることに気づいたときは、
やけどやけがに注意して電池パックを取り外し、さら
に火気から遠ざけてください。
異常な状態のまま使用すると、電池パックを漏液・発熱・
破裂・発火させるなどの原因となります。

  ペットが電池パックに噛みつかないようご注意くださ
い。
電池パックの漏液・発熱・破裂・発火や機器の故障、
火災の原因となります｡

安全上のご注意
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ix

注意
  不要になった電池パックは、一般のゴミと一緒に捨て

ないでください。
端子にテープなどを貼り、個別回収に出すか、最寄り
の「ソフトバンクショップ」へお持ちください。
電池を分別している市町村では、その規則に従って処
理してください。

  ぬれた電池パックを充電しないでください。
電池パックを発熱・発火・破裂させる原因となります。

本機の取り扱いについて

警告
  エアバッグの近くのダッシュボードなど、エアバッグ

の展開による影響が予想される場所に本機を置かない
でください。
エアバッグが展開した場合、本機が本人や他の人など
に当たり、けがや事故、故障および破損の原因となり
ます。

  医用電気機器などを装着している場合は、胸ポケット
や内ポケットへの装着はおやめください。
本機を医用電気機器などの近くで使用すると、医用電
気機器などの故障の原因となる恐れがあります。

  本機のUSIMカードスロットに水などの液体や金属片、
燃えやすいものなどの異物を入れないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

  自動車、バイク、自転車などの乗り物の運転中には使
用しないでください。
交通事故の原因となります。
乗り物を運転しながら携帯電話を使用することは、法
律で禁止されており、罰則の対象となります。
運転者が使用する場合は、駐停車が禁止されていない
安全な場所に止めてからご使用ください。
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  高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近く
では、本機の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与える場合があり
ます。
※ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器・植込み型心臓ペースメーカ・植え込み型除細
動器・その他の医用電気機器・火災報知器・自動ドア・
その他の自動制御機器など

  本機の電波により運航の安全に支障をきたす恐れがあ
るため、航空機内では電源をお切りください。
機内で携帯電話が使用できる場合は、航空会社（の乗
務員）の指示に従い適切にご使用ください。

  心臓の弱い方は、着信時のバイブレーション（振動）
や着信音量の設定に注意してください。
心臓に影響を与える恐れがあります。

  屋外で使用中に雷が鳴りだしたら、ただちに電源を切っ
て屋内などの安全な場所に移動してください。
落雷や感電の原因となります。

  万一、ディスプレイ部やカメラのレンズを破損した際
には、割れたガラスや露出した本機の内部にご注意く
ださい。
ディスプレイ部やカメラのレンズの表面には、プラス
チックパネルを使用しガラスが飛散りにくい構造と
なっておりますが、誤って割れた破損部や露出部に触
れますと、けがの原因となります｡

注意
  モーションコントロール（モーションセンサー）ご利

用にあたっては、必ず周囲の安全を確認し、本機をしっ
かりと握り、必要以上に振り回さないでください。
モーションコントロール（モーションセンサー）は、
本機を傾けたり振ったりして操作をする機能です。振
りすぎなどが原因で、人や物などに当たり、重大な事
故や破損などにつながる可能性があります。

  本機に金属製などのストラップを付けている場合は、
モーションコントロール（モーションセンサー）ご利
用の際、ストラップが人や物などに当たらないようご
注意ください。
けがなどの事故や故障および破損の原因となります。

  誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れた場合には、
液体を口にしたり、吸い込んだり、皮膚につけたりし
ないでください。 
液晶が目や口に入った場合には、すぐにきれいな水で
洗い流し、直ちに医師の診断を受けてください。 
また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにアルコー
ルなどで拭き取り､石鹸で水洗いしてください。
失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。

  車両電子機器に影響を与える場合は使用しないでくだ
さい。
本機を自動車内で使用すると、車種によりまれに車両
電子機器に影響を与え、安全走行を損なう恐れがあり
ます。

安全上のご注意
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  本機の使用により、皮膚に異常が生じた場合は、ただ
ちに使用をやめて医師の診察を受けてください。
本機では材料として金属などを使用しています。お客
様の体質や体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿疹な
どが生じることがあります。
下記の箇所に金属を使用しています。

使用箇所 素材 表面処理
電源ボタン
音量ボタン
カメラボタン

ポリカーボネート アルミ蒸着+
UVコーティング

本機周囲の銀 ポリカーボネート スズ蒸着+
UVコーティング

  本機に磁気カードなどを近づけないでください。
キャッシュカード・クレジットカード・テレホンカード・
フロッピーディスクなどの磁気データが消えてしまう
ことがあります。

  ストラップなどを持って本機をふり回さないでくださ
い。
本人や周囲の人に当ったり、ストラップが切れたりし
て、けがなどの事故や故障および破損の原因となりま
す。

  本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では熱
くなることがありますので、ご注意ください。
長時間肌にふれたまま使用していると、低温やけどに
なる恐れがあります。

  着信音が鳴っているときや、本機でメロディを再生し
ているときなどは、スピーカーに耳を近づけないでく
ださい。
難聴になる可能性があります。

  動画視聴やゲームなどを行うときは、充分明るい場所
で、画面からある程度の距離を空けてご使用ください。
視力低下につながる可能性があります。

  ステレオイヤホン（別売）を使用するときは音量に気
をつけてください。
また、ハンズフリーに設定して通話する際は、必ず本
機を耳から離してください。
長時間使用して難聴になったり、突然大きな音が出て
耳をいためたりする原因となります。
また、周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因となり
ます｡
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充電器（オプション品）の取り扱いについて

警告
  充電器・充電用変換ケーブルのコードや電源コードが

傷んだら使用しないでください。
感電・発熱・火災の原因となります。

  充電器は、風呂場などの湿気の多い場所では使用しな
いでください。
感電の原因となります。

  充電中は、布や布団でおおったり、包んだりしないで
ください。
熱がこもって火災や故障などの原因となります。

  指定以外の電源・電圧で使用しないでください。
指定以外の電源・電圧で使用すると、火災や故障など
の原因となります。
ACアダプタ： AC100V～240V（家庭用ACコンセント

専用）
また、海外旅行用として、市販されている「変圧器」
は使用しないでください。火災・感電・故障の原因と
なります。

  長時間使用しない場合は、充電器を持ってプラグをコ
ンセントから抜いてください。
感電・火災・故障の原因となります。

  万一、水やペットの尿などの液体が入った場合は、た
だちに充電器を持ってプラグをコンセントから抜いて
ください。
感電・発煙・火災の原因となります。

  プラグにほこりがついたときは、充電器を持ってプラ
グをコンセントから抜き、乾いた布などでふき取って
ください。
火災の原因となります。

  充電器をコンセントに差し込むときは、充電器のプラ
グや端子に導電性異物（鉛筆の芯や金属片、金属製の
ネックレス、ヘアピンなど）が触れないように注意して、
確実に差し込んでください。
感電・ショート・火災などの原因となります。

  充電器・充電用変換ケーブルのコードや電源コードの
上に重いものをのせたりしないでください。
破損・断線・感電・火災の原因となります。

  ぬれた手で充電器のプラグを抜き差ししないでくださ
い。
感電や故障などの原因となります。

  雷が鳴り出したら、充電器には触れないでください。
感電などの原因となります。

安全上のご注意
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注意
  お手入れの際は、必ず充電器を持ってプラグをコンセ

ントから抜いてください。
感電などの原因となります。

  充電器をコンセントから抜くときは、コードを引っ張
らず、充電器を持ってプラグを抜いてください。
コードを引っ張るとコードが傷つき、感電や火災など
の原因となります。

医用電気機器近くでの取り扱いについて
・  ここで記載している内容は、「医用電気機器への電波の影響
を防止するための携帯電話端末等の使用に関する指針」（電
波環境協議会［平成９年４月］）に準拠、ならびに「電波の
医用機器等への影響に関する調査研究報告書」（平成１３年
３月「社団法人電波産業会」）の内容を参考にしたものです。

警告
  植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を

装着されている場合は、ペースメーカ等の装着部位か
ら22cm以上離して携行および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型
除細動器の作動に影響を与える場合があります。

  自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器以外の医用電気機器を使用
される場合には、電波による影響について個別に医用
電気機器メーカなどに確認してください。
電波により医用電気機器の作動に影響を与える場合が
あります。
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  医療機関などでは、以下を守ってください。本機の電
波により医用電気機器に影響を及ぼす恐れがあります。
・ 手術室・集中治療室（ICU）・冠状動脈疾患監視病室
（CCU）には、本機を持ち込まないでください。
・ 病棟内では、本機の電源を切ってください。電源が
自動的に入る設定（アラーム機能など）をしている
場合は、設定を解除してから電源を切ってください。

・ ロビーなど、携帯電話の使用を許可された場所であっ
ても、近くに医用電気機器があるときは本機の電源
を切ってください。

・ 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場
所を定めている場合は、その医療機関の指示に従っ
てください。

  満員電車などの混雑した場所にいるときは、本機の電
源を切ってください。
付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細
動器を装着されている方がいる可能性があります。
電源が自動的に入る設定（アラーム機能など）をして
いる場合は、設定を解除してから電源を切ってくださ
い。
電波により、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器が誤動作するなどの影響を与える場合があ
ります。

● 地震・雷・風水害などの自然災害および当社の責任以外の火
災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意、過失、
誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関し
て、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承くださ
い。

● 本製品の使用、または使用不能から生ずる付随的な損害（情
報内容の変化・消失、事業利益の損失、事業の中断など）に
関して、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

● 取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関
して、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承くだ
さい。

● 当社指定外の接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる
誤動作などから生じた損害に関して、当社は責任を負いかね
ますのであらかじめご了承ください。

● 本製品の故障、修理、その他取り扱いによって、撮影した画
像データやダウンロードされたデータなどが変化または消失
することがありますが、これらのデータの修復や生じた損
害・逸失利益に関して、当社は責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

● お客様ご自身で登録された内容は故障や障害の原因にかかわ
らず保証いたしかねます。情報内容の変化・消失に伴う損害
を最小限にするために、重要な内容は別にメモを取るなどし
て保管してくださるようお願いいたします。

安全上のご注意 免責事項
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お願いとご注意
ご利用にあたって 
● この電話機は電波を利用していますので、サービスエリア内
であっても屋内、地下、トンネル内、自動車内などでは電波
が届きにくくなり、通話が困難になることがあります。

 また、通話中に電波状態の悪い場所へ移動すると、通話が急
に途切れることがありますので、あらかじめご了承ください。

● この電話機を公共の場所でご使用になるときは、周りの方の
迷惑にならないようにご注意ください。

 また、劇場や乗り物などによっては、ご使用できない場所が
ありますのでご注意ください。

● この電話機は電波法に定められた無線局です。したがって、
電波法に基づく検査を受けていただく場合があります。あら
かじめご了承ください。

● 一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近
くで使用すると、音声や映像などに影響を与えることがあり
ますのでご注意ください。

● この電話機はデジタル方式の優位性、特殊性として電波の弱
い極限まで一定の高通話品質を維持し続けます。したがって、
通話中にこの極限を超えてしまうと、突然通話が途切れるこ
とがあります。あらかじめご了承ください。

● デジタル方式は高い秘話性を有しておりますが、電波を利用
している以上盗聴される可能性もあります。留意してご利用
ください。

● 以下の場合、登録された情報内容が変化・消失することがあ
ります。情報内容の変化・消失については、当社は責任を負
いかねますのであらかじめご了承ください。情報内容の変
化・消失に伴う損害を最小限にするために、重要な内容は別
にメモを取るなどして保管してくださるようお願いいたしま
す。

・ 誤った使い方をしたとき
・ 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき
・ 動作中に電源を切ったとき
・ 電池の充電量がなくなった（放電しきった）とき
・ 故障したり、修理に出したとき
● 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、
ご使用前に充電してください。電池パックは使用しなくても
長期保管しておくと徐々に放電していきます。

● メモリカード（市販）をご使用される場合は、ご使用前にメ
モリカードの取扱説明書をよくお読みになり、安全に正しく
ご使用ください。

● 電話機を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では熱くな
ることがありますので、ご注意ください。長時間肌に触れた
まま使用していると、低温やけどになるおそれがあります。

● 海外に持ち出す物によっては、「輸出貿易管理令および外国
為替令に基づく規制貨物の非該当証明」という書類が必要な
場合がありますが、本機を、旅行や短期出張で自己使用する
目的で持ち出し、持ち帰る場合には、基本的に必要ありませ
ん。ただ、本機を他人に使わせたり譲渡する場合は、輸出許
可が必要となることがあります。

 また、米国政府の定める輸出規制国（キューバ、朝鮮民主主
義人民共和国、イラン、スーダン、シリア）に持ち出す場合
は、米国政府の輸出許可が必要となることがあります。輸出
法令の規制内容や手続きの詳細は、経済産業省安全保障貿易
管理のホームページなどを参照してください。

● 補聴器をお使いでこの電話機をご使用になる場合、一部の補
聴器の動作に干渉することがあります。もし干渉がある場合
は補聴器メーカーまたは販売業者までご相談ください。

● 本機をパソコンに接続してモデムとして使用することはでき
ません。
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自動車内でのご使用にあたって
● 運転をしながら電話機を使用することは、法律で禁止されて
いますので、ご使用にならないでください。

 また、各都道府県の規制によっては、運転中のステレオイヤ
ホンマイク（オプション品）による通話にも罰金が科される
場合があります。

● 駐停車が禁止されていない安全な場所に自動車を止めてから
ご使用ください。

お取り扱いについて

● 水をかけないでください。本機、電池パック、充電器、充
電用変換ケーブル、USIMカードは防水仕様にはなってお
りません。風呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨
などがかかることはおやめください。また身に付けている
場合、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因となり
ます。調査の結果、これらの水ぬれによる故障と判明した
場合、保証対象外となり修理できないことがありますので、
あらかじめご了承願います。

● お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてく
ださい。
・本機のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするた
め、特殊コーティングを施してある場合があります。その
ため、お手入れの際に、乾いた布などで強く擦ると、ディ
スプレイに傷がつくことがあります。取り扱いには十分ご
注意ください。

 また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着したまま放置
すると、シミになったり、コーティングがはがれることが
あります。

・アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印
刷が消えたり、色があせたりすることがあります。

● 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。端子が汚れ
ていると接触が悪くなり、電源が切れたり充電不十分の原因
となったりしますので、端子を乾いた綿棒などで拭いてくだ
さい。

 また、清掃する際には端子の破損に十分ご注意ください。
● エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。急激な
温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となりま
す。

● 本機や電池パックなどに無理な力がかからないように使用し
てください。多くのものが詰まった荷物の中に入れたり、衣
類のポケットに入れて座ったりするとディスプレイ、内部基
板、電池パックなどの破損、故障の原因となります。

 また、外部接続機器を外部接続端子に差した状態の場合、コ
ネクタ破損、故障の原因となります。

● ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしないでく
ださい。傷つくことがあり故障、破損の原因となります。

お願いとご注意
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● タッチパネルの表面を強く押したり、爪やボールペン、ピン
などの尖ったもので操作しないでください。タッチパネルが
破損する原因となります。

● 極端な高温、低温は避けてください。温度は5℃～35℃、湿
度は35%～85%の範囲でご使用ください。

● 外部接続端子に外部接続機器を接続する際に斜めに差した
り、差した状態で引っ張ったりしないでください。故障、破
損の原因となります。

● 使用中、充電中、本機は温かくなりますが、異常ではありま
せん。そのままご使用ください。

● 通常は外部接続端子キャップをはめた状態でご使用くださ
い。ほこり、水などが入り故障の原因となります。

● 電池カバーを外したまま使用しないでください。電池パック
が外れたり、故障、破損の原因となります。

● メモリカード、USB機器などの使用中は、メモリカード、
USB機器などを取り外したり、本機の電源を切ったりしない
でください。データの消失、故障の原因となります。

● 磁気カードなどを本機に近づけないでください。キャッシュ
カード、クレジットカード、テレホンカード、フロッピーディ
スクなどの磁気データが消えてしまうことがあります。

● 本機に磁気を帯びたものを近づけないでください。強い磁気
を近づけると誤作動を引き起こす可能性があります｡

● この電話機のディスプレイは特性上、画素欠けや常時点灯す
る画素が存在する場合があります。これらは故障ではありま
せんのであらかじめご了承ください。また、長時間同じ画像
を表示させていると残像が発生する可能性があります。

● この電話機の通信用アンテナは本体に内蔵されているため、
アンテナの突起がありません。内蔵アンテナ部分（1-5ページ）
を手で触れたり覆ったりすると電波感度が弱まることがあり
ます。特に、内蔵アンテナ部分にシールなどを貼らないよう
にしてください。電波感度が弱まると、発着信、メールの送
受信、ウェブの接続ができなくなる場合があります。

● 機種変更・故障修理などで、電話機を交換するときは、電話
機に保存されたメールやデータなどを引き継ぐことはできま
せんので、あらかじめご了承ください。

● 電池パックは消耗品です。使用状態などによって異なります
が、十分に充電しても使用時間が極端に短くなったときは電
池パックの交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い
求めください。

● 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってくだ
さい。

● 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、
ご使用前に必ず充電してください。

● 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度に
より異なります。

● 電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池
パックが膨れる場合がありますが問題ありません。

● 電池パックを長期保管される場合は、次の点にご注意くださ
い。
・満充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管
・電池残量なしの状態（本体の電源が入らない程消費してい
る状態）での保管

電池パックの性能や寿命を低下させる原因となります。
長期保管に適した電池残量は、目安として電池アイコン表示
が1本または2本の状態をお勧めします。
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● 交換後不要になった電池パック、および使用
済み製品から取り外した電池パックは、普通
ゴミと一緒に捨てないでください。不要になっ
た電池パックは端子部を絶縁するためにテー
プを貼るかポリ袋に入れてソフトバンク
ショップまたはリサイクル協力店にお持ちください。 
電池パックを分別回収している市町村の場合は、その条例に
したがって処分してください。

● 次のような場所では、充電しないでください。
・湿気、ほこり、振動の多い場所
・一般の電話機やテレビ・ラジオなどの近く

● 充電中、充電器・充電用変換ケーブルが温かくなることがあ
りますが、異常ではありません。そのままご使用ください。

● 強い衝撃を与えないでください。故障の原因となります。
● USIMカードをぬらさないでください。また、湿気の多いよ
うな場所に置かないでください。故障の原因となります。

● USIMカードを落としたり、強い衝撃を与えたりしないでく
ださい。故障の原因となります。

● USIMカードを曲げたり、重いものを載せたりしないでくだ
さい。故障の原因となります。

● USIMカードを火のそばや、ストーブのそばなど高温の場所
にて使用および放置しないでください。故障の原因となりま
す。

● USIMカードを保管する際、直射日光や高温多湿な場所は避
けてください。放置した場合、故障の原因となります。

● USIMカードは乳幼児の手の届かない場所に保管するように
してください。誤って飲み込んだり、けがの原因となったり
する場合があります。

● USIMカードの取り扱いについては、ご使用前にUSIMカード
の取扱説明書をよくお読みになり、安全に正しくご使用くだ
さい。

カメラのご使用について
● カメラ機能は、一般的なモラルを守ってご使用ください。
● カメラのレンズに太陽の光が進入する状態で放置しないでく
ださい。レンズの集光作用により、故障の原因となります。

● カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでください。素
子の退色・焼付きを起こす場合があります。

● 大切なシーン（結婚式など）を撮影される場合は、必ず試し
撮りをし、画像を再生して正しく撮影されていることをご確
認ください。

● カメラを使用して撮影した画像は、個人として楽しむ場合な
どを除き、著作権者（撮影者）などの許諾を得ることなく使
用したり、転送することはできません。

● 撮影が禁止されている場所での撮影はおやめください。

Bluetooth®機能を使用する場合のお願い 
● 本機は、Bluetooth®機能を使用した通信時のセキュリティと
して、Bluetooth®標準規格に準拠したセキュリティ機能に対
応しておりますが、設定内容などによってセキュリティが十
分でない場合があります。Bluetooth®機能を使用した通信を
行う際にはご注意ください。

● Bluetooth®機能を使用した通信時にデータや情報の漏洩が発
生しましても、責任を負いかねますので、あらかじめご了承
ください。

お願いとご注意

TG0110_tori_.indb   xviiiTG0110_tori_.indb   xviii 09.11.17   4:40:20 PM09.11.17   4:40:20 PM



xix

● 周波数帯について
 本機のBluetooth®機能／ワイヤレスLAN機能が使用する周波
数帯は、端末本体の電池パック挿入部に記載されています。
ラベルの見かたは次のとおりです。

2.4：2400MHz帯を使用する無線設備を表します。
FH/DS/OF： 変調方式がFH-SS、DS-SS、OFDMであることを

示します。
1：想定される与干渉距離が10m以下であることを示します。
4：想定される与干渉距離が40m以下であることを示します。
■ ■ ■： 2400MHz～2483.5MHzの全帯域を使用し、

かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であるこ
とを意味します。

※ 利用可能なチャンネルは国により異なります。
　航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。

● Bluetooth®機器使用上の注意事項
 本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産
業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用
される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しな
い特定小電力無線局、アマチュア無線局など（以下「他の無
線局」と略します）が運用されています。
1.本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用され
ていないことを確認してください。

2.万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生し
た場合には、速やかに使用場所を変えるか、「電源を切る」
など電波干渉を避けてください。

3.その他、ご不明な点につきましては、お問い合わせ先
（16-27ページ）までご連絡ください。

● Bluetooth®機能は日本国内で使用してください。本機の
Bluetooth®機能は日本国内での無線規格に準拠し認定を取得
しています。海外でご使用になると罰せられることがありま
す。

ワイヤレスLAN（WLAN）についてのお願い
● ワイヤレスLANについて
 電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電
磁波が発生しているところで使用しないでください。
・磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、
通信ができなくなることがあります（特に電子レンジ使用
時には影響を受けることがあります）。

・テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、
テレビ画面が乱れることがあります。

・近くに複数のワイヤレスLANアクセスポイントが存在し、
同じチャンネルを使用していると、正しく検索できない場
合があります。
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● 2.4GHz機器使用上の注意事項
 WLAN搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの家電
製品や産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ラインなど
で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する
無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）
ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用さ
れています。
1.この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線
局および特定小電力無線局ならびにアマチュア無線局が運
用されていないことを確認してください。

2.万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有
害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周
波数を変更するかご利用を中断していただいた上で、お問
い合わせ先（16-27ページ）までご連絡いただき、混信回
避のための処置など（例えば、パーティションの設置など）
についてご相談ください。

3.その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あ
るいはアマチュア無線局に対して電波干渉の事例が発生し
た場合など何かお困りのことが起きたときは、お問い合わ
せ先（16-27ページ）までご連絡ください。

● ワイヤレスLAN（WLAN）機能は日本国内で使用してくださ
い。本機のワイヤレスLAN機能は日本国内での無線規格に準
拠し認定を取得しています。海外でご使用になると罰せられ
ることがあります。

著作権などについて
● 音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなど
は著作権法により、その著作物および著作権者の権利が保護
されています。こうした著作物を複製することは、個人的に
または家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上
記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製（データ形
式の変換を含む）、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上で
の配信などを行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」と
して損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあります。本
製品を使用して複製などをなされる場合には、著作権法を遵
守のうえ、適切なご使用を心がけていただきますよう、お願
いいたします。また、本製品にはカメラ機能が搭載されてい
ますが、本カメラ機能を使用して記録したものにつきまして
も、上記と同様の適切なご使用を心がけていただきますよう、
お願いいたします。

肖像権などについて
● 他人から無断で写真を撮られたり、撮られた写真を無断で公
表されたり、利用されたりすることがないように主張できる
権利が肖像権です。肖像権には、誰にでも認められている人
格権と、タレントなど経済的利益に着目した財産権（パブリ
シティ権）があります。したがって、勝手に他人やタレント
の写真を撮り公開したり、配布したりすることは違法行為と
なりますので、適切なカメラ機能のご使用を心がけてくださ
い。

お願いとご注意

TG0110_tori_.indb   xxTG0110_tori_.indb   xx 09.11.17   4:40:22 PM09.11.17   4:40:22 PM



xxi

ソフトウェア使用許諾契約書
株式会社東芝　モバイルコミュニケーション社（以下、東芝と
いいます。）が提供する東芝製携帯電話上のソフトウェア（以下、
本ソフトウェアといいます。）を使用その他の処分をされる前
にこのソフトウェア使用許諾契約（以下、本契約といいます。）
を注意深くお読みください。本契約のすべての条項に同意でき
ない限り、お客様は本ソフトウェアを使用その他の処分を行う
ことはできません。本契約は、お客様と東芝との間で締結され
たものとみなされ、本契約と共に提供される東芝またはそのラ
イセンサーの著作物たる本ソフトウェアに関して適用されま
す。

１．使用許諾
東芝はお客様ご本人に対し、東芝製携帯電話上の本ソフトウェ
アを使用する譲渡不能かつ非独占的な権利を許諾します。お客
様は本ソフトウェア、その関連書類、本契約で許諾された権利
の一部または全部を、改変、翻訳、レンタル、コピーまたは譲
渡することはできません。また本ソフトウェアに記載された著
作権表示、ラベル、商標またはその他のいかなるマークも除去
することはできません。さらに本ソフトウェアをベースにした
派生品を作成することもできません。

2．著作権
本ソフトウェアは使用許諾されるもので販売されるものではあ
りません。本ソフトウェアに関するいかなる知的財産権もお客
様に譲渡されるものではありません。本ソフトウェアに関する
すべての権利は東芝またはそのライセンサーが保有するもので
あり、本契約に明示的に記載されていない限り、いかなる権利
もお客様が有するものではありません。また、お客様は、本ソ
フトウェアに記載された著作権表示、ラベル、商標その他のい
かなるマークも除去することはできません。

3．リバースエンジニアリング
お客様は本ソフトウェアの一部またはすべてをリバースエンジ
ニアリング、逆コンパイル、改変、翻訳もしくは逆アセンブル
することができません。お客様が法人の場合には自己の従業員
に本項に規定する禁止事項を遵守せしめるものとします。本項
および本契約の規定を遵守できなかった場合は、東芝はお客様
に対する何らの催告を要せず直ちに本契約を解除できるものと
します。

4．保証
本ソフトウェアは現状有姿で提供され、東芝は本ソフトウェア
に関し、その品質、性能、商品性および特定の目的への適合性
に対する保証を含め、あらゆる明示または黙示の保証も致しま
せん。

5．責任の限定
東芝は、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じたお客
様の損害について一切責任を負いません。いかなる場合におい
ても、本ソフトウェアおよび本契約に基づく東芝の責任は、本
ソフトウェアに対してお客様が実際に支払った金額があれば当
該金額を上限とします。
また、修理や点検の場合、お客様の東芝製携帯電話に登録され
た情報内容（アドレス情報など）が変化、消去するおそれがあ
ります。情報内容は、別にメモを取るなど必ずお控えください。
情報が変化、消失したことによる損害などの請求につきまして
は、東芝は一切責任を負いません。
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6．準拠法
本契約は、日本国法に準拠するものとし、本契約に関し紛争が
生じた場合には、東京地方裁判所を管轄裁判所とするものとし
ます。

7．輸出管理
お客様は、本ソフトウェアに関し、「外国為替及び外国貿易法」
及び関連法令ならびに「米国輸出管理法および同規則」（以下、
関係法令等という。）を遵守するものとします。お客様は、関
係法令等に基づき必要とされる日本国政府または関係国政府等
の許可を得ることなく、関係法令等で禁止されているいかなる
仕向地、自然人若しくは法人に対しても直接または間接的に本
ソフトウェアを輸出、再輸出しないものとし、また第三者をし
て輸出させてはならないものとします。

8．第三者ライセンサーの権利
お客様は、本ソフトウェアに関する東芝のライセンサーが、自
己の権利と名において本契約内容を実現する権利を有すること
を了承するものとします。

以上

S!メール、3G HighSpeedはソフトバンクモバイル株式会社
の登録商標または商標です。
SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国および
その他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または
商標です。
「Yahoo!」および「Yahoo!」「Y!」のロゴマークは、米国
Yahoo! Inc.の登録商標または商標です。
microSDHCロゴは商標です。

Bluetooth®およびBluetooth®ロゴは、Bluetooth® SIG. Inc.
の登録商標であり、ライセンスを受けて使用 
しています。
Wi-Fi Certified®とそのロゴは、Wi-Fi Allianceの登
録商標または商標です。
AdobeおよびAdobe Reader、FlashはAdobe Systems 
Incorporated（アドビシステムズ社）の米国またはその他の
国における登録商標または商標です。
Microsoft®、Windows®、Windows Vista®、Windows 
Mobile®、ActiveSync®、Outlook®、Excel®、PowerPoint®、
Windows Media®、Windows Live™、およびInternet Explorer®

のロゴは、米国Microsoft Corporationの、米国またはその他の
国における商標または登録商標です。
Microsoft® Wordは、米国Microsoft Corporationの商品名
称です。

•

•

•

•

•

•

•

•

•

ソフトウェア使用許諾契約書 知的財産権
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「ATOK」は株式会社ジャストシステムの登録商標
です。

  「ATOK」は、株式会社ジャストシステムの著作物
であり、その他権利は株式会社ジャストシステムおよび各権
利者に帰属します。
『ジーニアス英和辞典MX』『ジーニアス和英辞典
MX』

  © KONISHI Tomoshichi, MINAMIDE Kosei & 
Taishukan, 2008

 『明鏡国語辞典MX』
 © KITAHARA Yasuo & Taishukan, 2008
 [編集・発行]大修館書店
 ※ 本辞典は、大修館書店が『ジーニアス英和辞典 第4版』『ジー

ニアス和英辞典 第2版』『明鏡国語辞典』を元に、モバイ
ル端末用に再編集したものです。

本製品のソフトウェアの一部分に、Independent JPEG 
Groupが開発したモジュールが含まれています。
ArcSoft and the ArcSoft logo are registered 
trademarks of ArcSoft, Inc. in the United 
States, P. R. China, EU, and Japan. 
Kinoma PlayおよびKinoma, Inc.の名称、ロゴは米国および
その他の国におけるKinoma, Inc.の登録商標または商標で
す。
カザアナの名称、ロゴは日本国およびその他の国における株
式会社カザアナの登録商標または商標です。

その他、本書に記載されている会社名および製品名は、各社の
商標または登録商標です。

•

•

•

•

•

•

Windowsの表記について
本書では各OS（日本語版）を以下のように略して表記してい
ます。

Windows Vista®は、Windows Vista®（Home Basic、Home 
Premium、Business、Enterprise、Ultimate）の略です。
Windows® XPは、Microsoft® Windows® XP Professional 
operating systemま た はMicrosoft® Windows® XP Home 
Edition operating systemの略です。
Windows® 2000は、Microsoft® Windows® 2000 Professional 
operating systemの略です。

•

•

•
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ArcSoftエンドユーザライセンス契約
本エンドユーザライセンス契約は、ソフトウェアのエンドユー
ザであるお客様とArcSoft, Incとの間に締結される法的なソフ
トウェアライセンス契約です。本ArcSoftソフトウェア（以下「本
ソフトウェア」と称します）を使用する前に、本契約をよくお
読みください。携帯機器に本ソフトウェアをインストールして
使用すると、本契約を読んだ上で契約条件に同意したものとみ
なされます。

1．ライセンスの許諾
本ライセンスにより、お客様は、本パッケージまたは製品に含
まれる本ソフトウェアを1台の携帯機器で使用することができ
ます。ソフトウェアの被許諾者はそれぞれ、プログラムを一度
に1台の携帯機器でのみ「使用」することができます。本ソフ
トウェアは、RAMに読み込まれたとき、または携帯機器のメ
モリーカードもしくはその他の固定記憶装置にインストールさ
れたときに「使用」されたものとみなされます。お客様は、改
変、変換、リバースアセンブル、逆コンパイル、逆アセンブル
を行ってはならず、（i）本ソフトウェアのソフトウェア保護メ
カニズム（本ソフトウェアの機能を制限もしくは制御するため
に使用されるメカニズムを含みますがこれに限定されません）
の無効化、迂回、除去、解除もしくは回避、または、（ii）本ソ
フトウェアのソースコードもしくは基本となるアイデア、アル
ゴリズム、構造もしくは構成の抽出を試みてはならないものと
します（適用法により当該行動を禁止できない場合は除きま
す）。

知的財産権

2．著作権
本パッケージまたはデバイスに含まれるソフトウェアは、米国
著作権法、国際協定の各規定、および適用される他のあらゆる
国内法によって保護されています。本ソフトウェアについては、
他のあらゆる著作物（書籍、音楽録音など）と同様に扱う必要
があります。本ライセンスは本ソフトウェアの貸与または賃貸
を許可するものではなく、また、本ソフトウェアに添付資料が
ある場合にはその資料のコピーは禁止されています。

3．所有権
本ソフトウェアおよび添付ドキュメンテーションならびに上記
のコピーに関する権利、所有権、およびあらゆる知的財産権は、
ArcSoftまたはその第三許諾者にのみ帰属するものとします。
お客様は、著作権法その他あらゆる準拠法に従うことに同意す
るものとします。お客様は、本ソフトウェアに、ArcSoftまた
はその第三許諾者の貴重な機密情報およびトレードシークレッ
トが含まれていることを認めるものとします。
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4．ソフトウェアのアップデート
本ソフトウェアは、ArcSoftのサーバと同期化して、バグ修正、
パッチ、拡張機能、補足プラグイン、新規バージョンなど、本
ソフトウェアで利用可能なアップデート（以下「アップデート」
と総称します）がないかどうかを確認することがあります。本
ソフトウェアから、本ソフトウェアの最新版に関する情報のリ
クエストがArcSoftのサーバに送信されます。アップデートが
利用可能な場合は、お客様はダウンロードするかどうかを選択
することができます。アップデートをダウンロードする前に、
本ソフトウェアがお客様の許諾を求めます。本ソフトウェアを
インストールし、アップデートの自動確認を無効にしない場合
は、ArcSoftのサーバにリクエストを自動送信してアップデー
トを受信することに同意したものとみなされます。

5．保証の否認
ArcSoftは、商品性および特定目的適合性に関する黙示保証、
知的財産の非侵害に関する保証などを含め（これに限定されま
せん）、明示、黙示を問わず、本ソフトウェアについて一切の
保証を行わず、本契約に明記されていないすべての保証を明示
的に否認します。お客様は、本ソフトウェアの品質および性能
に関する全リスクを負担するものとします。本ソフトウェアに
欠陥があることが判明した場合、必要なサービス、修理または
修正の全費用を負担するのは、ArcSoftまたは指定再販業者で
はなく、お客様です。但し、ArcSoftに故意または重過失があ
る場合を除きます。

6．限定責任
お客様の唯一の救済手段として、ArcSoftおよびそのライセン
サがお客様に保証する責任範囲は､第5条に定める内容に限定さ
れます｡本ソフトウェアの使用または使用不能から生じる結果
的もしくは付随的損害、出費、利益もしくは財産の逸失、また
はその他の損害に関しては、たとえArcSoftまたはそのライセ
ンサが損害の可能性を予見していた場合にも、ArcSoftおよび
そのライセンサがお客様や第三者に対して責任を負うことはあ
りません。法域によっては結果的または付随的損害に対する免
責や責任制限を認めていないため、上記の制限がお客様に適用
されない場合があります。

7．輸出
お客様は、米国またはその他の国の政府から適切な許可を得る
ことなく、本ソフトウェアを組み込んだ製品を輸出または再輸
出しないこととします。
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8．米国政府の権利の制限
お客様が米国政府の部署または機関である場合、本ソフトウェ
アおよび関連ドキュメンテーションはそれぞれ、適宜、DFAR 
Section 227.7202およびFAR Section 12.212(b)に定められた
「商用コンピュータソフトウェア」「商用コンピュータソフト
ウェアドキュメンテーション」とみなされます。米国政府によ
る本ソフトウェアまたは関連ドキュメンテーションの使用、改
変、複製、発表、実行、表示または開示については、本契約の
諸条件のみが適用されるものとし、本契約の条件によって明示
的に許可されていない限り、禁止されるものとします。提供さ
れた技術データのうち、上記の規定が適用されないものについ
ては、DFAR Section 227.7015(a)に定められた「技術データ
商用品目」とみなされます。当該技術データの使用、改変、複
製、発表、実行、表示または開示には、DFAR Section 
227.7015(b)の条件が適用されるものとします。

9．高リスク行為
本ソフトウェアはフォールトトレラントではなく、フェール
セーフ機能を必要とする危険な環境下における使用には適して
いません｡また、本ソフトウェアの障害が、死亡、傷害または
深刻な物的損害にただちにつながる恐れがある他の用途（以下
「高リスク行為」と総称します）にも適していません。ArcSoft
は、高リスク行為への適用性に関する明示または黙示の保証を
明確に否認します。

10. プライバシーポリシー
本ソフトウェアの登録およびアクティベーションのプロセスに
おいて、お客様の氏名、電話番号、住所、Eメールアドレスな
どの個人情報の提供をお願いすることがあります。ArcSoftは、
お求めの製品をお届けするために必要な場合を除いては、お客
様の個人情報をいかなる第三者とも共有することはなく、また、
いかなる第三者に売却することもありません。

11．使用状況の追跡
ArcSoftは、製品の使いやすさを高めるために、特定の製品機
能の使用状況に関する情報を記録することがあります。匿名性
を維持するため、収集する使用状況の情報には、対応する個人
情報は一切含まれません。

12．ライセンスの終了
お客様が本ソフトウェアを無断で複製した場合、または本ライ
センス契約の条件に従わなかった場合には、お客様の本ソフト
ウェアに関する権利は、直ちに、または30日以内の通知をもっ
て終了します。本ライセンスが終了した場合、お客様は、本ソ
フトウェアのすべてのコピーを本ソフトウェアの入手先へ返却
しなければなりません。

13．準拠法
本製品を米国内で購入された場合は、本契約はカリフォルニア
州法に準拠します。それ以外の場合は、お客様が本製品を購入
された各国法または各地域法に準拠します。

知的財産権
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携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種X02Tの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に
関する技術基準に適合しています。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの
無線機器から送出される電波が人間の健康に影響を及ぼさない
よう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体頭部
に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：
Specific Absorption Rate）について、これが2W/kg※の許容値
を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や
身体の大きさに関係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健
機関（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会
（ICNIRP）が示した国際的なガイドラインと同じ値になってい
ます。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき
国の技術基準に適合していることの証明（技術基準適合証明）
を受ける必要があります。この携帯電話機X02Tも財団法人テ
レコムエンジニアリングセンターから技術基準適合証明を受け
ており、SARは0.527W/kgです。この値は、技術基準適合証明
のために財団法人テレコムエンジニアリングセンターによって
取得されたものであり、国が定めた方法に従い、携帯電話機の
送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品に
よってSARに多少の差異が生じることもありますが、いずれも
許容値を満足しています。また、携帯電話機は、携帯電話基地
局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されてい
るため、 実際に通話している状態では、通常SARはより小さい
値となります。

SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下
記のホームページをご参照ください。

総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/
※ 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条
の2）で規定されています。

「ソフトバンクのボディSARポリシー」について
＊ボディ（身体）SARとは：携帯電話機本体を身体に装着した
状態で、携帯電話機にイヤホンマイク等を装着して連続通話を
した場合の最大送信電力時での比吸収率（SAR）のことです。
＊＊比吸収率（SAR）：6分間連続通話状態で測定した値を掲載
しています。
当社では、ボディSARに関する技術基準として、米国連邦通信
委員会（FCC）の基準および欧州における情報を掲載していま
す。詳細は「米国連邦通信委員会（FCC）の電波ばく露の影響
に関する情報」「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」
をご参照ください。
＊＊＊身体装着の場合：一般的な携帯電話の装着法として身体
から1.5センチに距離を保ち携帯電話機の背面を身体に向ける
位置で測定試験を実施しています。電波ばく露要件を満たすた
めには、身体から1.5センチの距離に携帯電話を固定出来る装
身具を使用し、ベルトクリップやホルスター等には金属部品の
含まれていないものを選んでください。

ソフトバンクモバイルのホームページからも内容をご確認いた
だけます。
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html
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「米国連邦通信委員会（FCC）の電波ばく露の影響に関する情報」
米国連邦通信委員会の指針は、独立した科学機関が定期的かつ
周到に科学的研究を行った結果策定された基準に基づいていま
す。この許容値は、使用者の年齢や健康状態にかかわらず十分
に安全な値となっています。
携帯電話機から送出される電波の人体に対する影響は、比吸収
率（SAR: Specific Absorption Rate）という単位を用いて測定
します。FCCで定められているSARの許容値は、1.6W/kgとなっ
ています。
測定試験は機種ごとにFCCが定めた基準で実施され、下記のと
おり本取扱説明書の記載に従って身体に装着した場合は
0.590W/kgです。

身体装着の場合：この携帯電話機X02Tでは、一般的な携帯電
話の装着法として身体から1.5センチに距離を保ち携帯電話機
の背面を身体に向ける位置で測定試験を実施しています。FCC
の電波ばく露要件を満たすためには、身体から1.5センチの距
離に携帯電話を固定出来る装身具を使用し、ベルトクリップや
ホルスター等には金属部品の含まれていないものを選んでくだ
さい。

上記の条件に該当しない装身具は、FCCの電波ばく露要件を満
たさない場合もあるので使用を避けてください。
比吸収率（SAR）に関するさらに詳しい情報をお知りになりた
い方は下記のホームページを参照してください。

Cellular Telecommunications &Internet Association（CTIA）
のホームページ 
http://www.phonefacts.net（英文のみ）

「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」
この携帯電話機X02Tは無線送受信機器です。本品は国際指針
の推奨する電波の許容値を超えないことを確認しています。こ
の指針は、独立した科学機関である国際非電離放射線防護委員
会（ICNIRP）が策定したものであり、その許容値は、使用者の
年齢や健康状態にかかわらず十分に安全な値となっています。
携帯電話機から送出される電波の人体に対する影響は、比吸収
率（SAR: Specific Absorption Rate）という単位を用いて測定
します。携帯機器におけるSAR許容値は2W/kgで、身体に装着
した場合のSARの最高値は0.357W/kg※です。

SAR測定の際には、送信電力を最大にして測定するため、実際
に通話している状態では、通常SARはより小さい値となります。
これは、携帯電話機は、通信に必要な最低限の送信電力で基地
局との通信を行うように設計されているためです。世界保健機
関は、モバイル機器の使用に関して、現在の科学情報では人体
への悪影響は確認されていないと表明しています。また、電波
の影響を抑えたい場合には、通話時間を短くすること、または
携帯電話機を頭部や身体から離して使用することが出来るハン
ズフリー用機器の利用を推奨しています。
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関の
ホームページをご参照ください。

（http://www.who.int/emf）（英文のみ）

※ 身体に装着した場合の測定試験はFCCが定めた基準に従って
実施されています。値は欧州の条件に基づいたものです。

携帯電話機の比吸収率（SAR）について
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Declaration of conformity
We, Toshiba Corporation, Mobile Communications Co., Of 1-1, Shibaura 1-Chome, Minato-ku, Tokyo 105-8001 Japan 
declare under our sole responsibility that this product (X02T, Type (Model) Name TP5-J01) is in conformity with the 
following standards and/or other normative documents:

EN 301 511, EN 301 908-1, EN 301 908-2, EN 60950-1, EN 300 328, EN 300 440-2, EN 50360, EN 62209-1, 
EN 301 489-1, EN 301 489-3, EN 301 489-7, EN 301 489-17, and EN 301 489-24

We hereby declare that all essential radio test suites, EMC & safety requirements have been carried out and that the above 
named product is in conformity to all the essential requirements of R&TTE Directive 1999/5/EC.

The conformity assessment procedure referred to in Article 10(5) and detailed in Annex IV of Directive 1999/5/EC has been 
followed with the involvement of the following Notified Body:

CETECOM ICT Services GmbH.
Untertürkheimer Strasse 6-10 66117 Saarbrücken Germany

19 October, 2009

Mitsuru Nashioka
General Manager Quality Assurance Division
Toshiba Corporation, Mobile Communications Co.
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